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暴力にはいろいろな形があります

夫や恋人からの暴力、性犯罪、セクシュアルハラスメント、
ストーカー行為など、女性に対する暴力は女性の人権を
著しく侵害するもので、決して許されません。

将来の不安、離婚、人間関係など、女性の悩みを女性相談員がお聴きします。

ひとりで悩まないで！
女性への暴力を許さない

社会をめざして

11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

社会的暴力
友人や身内との
付き合いの制限

電話・メールのチェック・・・

性的暴力
望まないSEXを
強要する

避妊に協力しない・・・

精神的暴力
どなる、脅す
ばかにする
無視する

物を投げる・・・

身体的暴力
殴る、蹴る
首を絞める
突き飛ばす・・・

経済的暴力
生活費を渡さない
外で働くことを
嫌がる・・・

被害を受けて悩んでいる方に、電話や面接、
メールで相談を受け付けています。お気軽にご相談ください。

女性の悩み相談（女性総合相談センター）

配偶者や恋人からの暴力に悩んでおられる方はまずご相談ください。

●電話相談 06-4305-0100

●メール相談

月～金9：30～17：00(祝・年末年始は休み)

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）相談（大阪市配偶者暴力相談支援センター）

●メール相談　

●面接相談（要予約） 06-6770-7730
会場：クレオ大阪各館（中央・子育て館・西・南・東）

●電話相談（予約不要） 06-6770-7700
火～土10:00～20:30　日・祝10:00～16:00

相談
窓口

シングルマザーの一歩を後押し

各種相談窓口やサポート情報もお届けしますので、まずは友だち
登録してください。

  安心してご相談ください

●専門の女性相談員が対応します。
●必ず、相談内容の秘密を守ります。
●LINE上の登録名とアイコン画像
   のみの匿名でご相談いただけます。

生理用品の配布

水曜日：14時 ～ 20時
日曜日：10時 ～ 16時

友だち登録

相談日

さまざまなご事情で生理用品の入手が困難な方（大阪市内在
住・在勤・在学の女性）へ、生理用品を無料でお渡しします。
クレオ大阪や各区自立相談支援窓口などに相談に来られた方
で、希望される方に生理用品を提供します。
（注）なくなり次第終了します。

  配布物

●生理用ナプキン（1パック28個入）　1人1パック

●相談窓口の案内リーフレット
    （注）紙袋に入れてお渡しします。 
　（注）配布予定数 10,000パック

※年末年始（12月29日～1月3日）は除く

特集

大阪市 女性のつながりサポート　LINE相談

　暴力を受けた被害者が緊急一時的に避難できる「民間

シェルター」について知っていますか？ 内閣府男女共同参

画局によると、全国で124の団体（2020年11月1日時点）

が運営し、被害者の一時保護や、自立に向けた支援などを

行っています。今回は、その団体の1つである「ウィメンズ

ネットこうべ」の取り組みを紹介します。

親子が未来に希望を
抱けるように

切れ目のない支援で
傷ついた心の回復を
　暴力をふるう夫から逃れて離婚したら、

やっと幸せになれる―。実はそう簡単で

はありません。DVを受けた女性は、住

まいも仕事も、全てを捨ててシェルター

に逃れてきます。

　「暴力か貧困しか選べないの？」「私は

社会に必要ない人間なんだ」。そんな風

に自尊感情をなくした方が、傷ついた心

を回復させるには長い時間がかかりま

す。貧困状態で孤立していると、子ども

への虐待のリスクも高まります。そのた

めシェルターを退所後も、私たちは相談

や見守りを続け、生活再建をサポートし

ています。

　また、保証人や緊急連絡先がなく、

家探しが難しい方のために、不動産屋や

生活保護の申請窓口への同行支援など

も行っています。コロナ禍では、経済的

不安や在宅ワークでのストレスが家族に

向かうなど、DVや虐待の相談が増加。

シェルターも満室が続いています。安心

できる住まいを見つけるには、中長期的

な支援が欠かせません。

子どもは "忘れられた被害者 "
　親がDVを受ける姿を見た子どもたち

は、大人と同じく悲しみ、傷ついていま

す（※）。ある日、父親の暴力から逃れる

ためにシェルターに来た小学生の男の子

が、引っ越しをすることに。でも、その

子にとって学校だけが幸せを感じられる

居場所。妹を殴り、転校への不安をぶ

つけていました。そこで、お母さんには

席を外してもらい、スタッフが 1 対 1 で

正井 禮子さん
認定NPO法人
女性と子ども支援センター
ウィメンズネット・こうべ
代表理事

男の子と向き合いました。

　「大変だったね。よく頑張ったね」。そ

う声をかけると、それまで反抗的だった

男の子は堰を切ったように泣き出しまし

た。時間をかけて話を聞き、「腹が立つ

ことがあったら言葉で伝えよう」と約束。

男の子がほんの少しでも前向きな気持ち

になり、転校先で居場所を見つけてくれ

ていることを願います。

　子どもたちは、"忘れられた被害者" で

す。支援現場だけでなく、政治や教育、

社会全体で、「暴力で問題解決しようと

してはいけない」というメッセージを発

信し続けること。それが、DVや虐待に

よる負の連鎖を断ち、子どもたちが未来

に希望をもてる世の中につながると信じ

ています。

※子どもの前でのDVや、ののしり合い

の夫婦げんかを「面前DV」と言い、子

どもに対する心理的虐待にあたります。

民間シェルター「ともだちの家」を運営。2004年の開設
以来、これまでに377組の被害者を保護してきた。困難
を抱える女性や、シングルマザーと子どもたちのための
「WACCA」では、居場所づくりや学習支援・就労サポ
ートなどに取り組む。

DV被害者支援の現場から

シェルターのリビング。利用者が安心
できる雰囲気

シングルマザーの住まい探しの相談風景

新型コロナウイルス感染症に
より仕事や生活などで
お困りのみなさま

　新型コロナウイルス感染症の拡大と長期化によ

り、仕事や生活などで、不安や疲れ、ストレス、孤独・

孤立を感じている女性、困難を抱えている女性へ支

援を行っています。悩みやお困りごとをひ

とりで抱えず、お気軽にご相談ください。


